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最新形カラーTVの回路解析

市販カラー丁V性能一覧表
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フセット・ベージ参照本機の全回路図'は '本 誌1月 号の:
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ニ~が昨年発表し,国 内市販さ

´ れた トリニトロン方式カラー受

像機 KV■310は ,従来のジヤドウマ

スク方式,ク ロマトロン方式 と異 な

るまったく新しい方式のカラー受像機

で,またその回路構成も,全 トランジ

スタ化された.最初のカラー受像機で

す。今回は, トリニトロン方式カラー

受像管の概説と,その回路方式動作に

ついて紹介します。

トリニ トロン・

カラー受像管

トリニ トロン受像管は,従来考えら

れてきた 3電子銃方式や単電子銃色切

換方式とははまったく異なる,新しい

原理による単電子銃ビーム同時方式カ

ラー受像管です。色選別機構を持つ同

時方式カラー受像管では,それに用い

られる電子銃には,次の 3つの機能が

必要です .

(1)各電子ビームの螢光面上での集東

(フ ォーカス特性)

②各電子ビームの螢光面上での集中

(コ ンバージェンス特性)

(3)各電子ビームの独立変調

(白黒画像の階調と色再現性)

普通のシヤドウマスク形 3電子銃カラ

ー管では,こ れらの機能を独立に設け

た ノ配置の 3コ の電子銃によって行な

っています(第 1図 ).こ のため, 1本

当りの電子銃は細いものとなり,フ ォ

ーカス機能によって制限されるビーム

電流の限界値を大きくとれず,明かる

さ,お よび解像度の点で必らずしも十

分ではありません.

トリニ トロン電子銃では, 3つのビ

ームは有効径の大きな 1つのレンズの

中心付近を利用して集東作用を行なう

ために,第 2図に示すようにフォーカ

ス特性が非常に良く,ビーム電流を大

きくして明かるいシヤープなカラー画

像を得ることが可能です。 (実際には

36φ の∠ガンのフォーカス特性に較ペ

て9φのトリニ トロン・ ガンのフォーカ

ス特性の方が1.5倍良い).すなわち,

同じフォーカス状態で比較すれば, ト
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第 1図―電子レンズ径の比較
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リニトロン電子銃の方が1.5倍 明かる

くなります.

一方集中特性に関しては,従来の ′

配置 3電子銃方式においては,コ ンバ

ージェンス補正回路が複雑になるばか

りでなく,調整も非常に繁雑でした.

しかし, トリニトロン電子銃では, 3

つのビームが水平に並んでい る (in―

live)た めに,中心ビームに対して,

対称に配置された左右のビームを集中

させれば良く,コ ンバージェンス補正
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第 2図―フォーカス特性

回路は簡略になり,また調整も非常に

簡単になりま
.し

た.

3ビーム同時方式のカラー管には,

螢光面直前に設置する色選別のための

マスクが必要です。従来の 3電子銃管

では,こ れにシヤドウマスクが用いら

れており,またクロマトロンでは,後

段加速グリッドが,後段加速集東作用

と同時に色選別の機能も兼 ね てい ま

す。この トリニトロン管では以上説明

してきた電子銃と並行して第 3図のよ

うな
ttアパーチヤ・ グリル"と名づけ

られた新しい色選別機構が開発されま

した。このグリルには螢光面と同じ電

位が加えられます。

そして,こ のグリルを採用する事に

より,シ ヤドウマスクにくらべて次の

点がすぐれています.

(1)電子ビームの透過率が上がり,シ

ヤドウマスク透過率よりも30%改善さ

れ,それだけ明るい画像を得ることが

できる。したがって,前述の トリニト

ロン電子銃との組み合わせで,シ ヤド

ウマスク管より細いネック径を採用し

ても,なお,2倍明るい画像となる。

②螢光面が垂直方向に R,G,Bのス

トライプ構造になっているので,地磁

気の影響による色純度の低下を起こし

にくい.

(3)シ ヤドウマスク管において問題と

なるマスクの ドットと水平偏向ラスタ

とによって生ずるモアレ・パターンの

発生がまったくない。

僻)電子ビーム通過孔の面積と通過孔

周辺部の長さの比が小さくなり,マス

ク孔端部からの反射電子によるコント

ラスト低下が少ない.こ のため,シ ヤ

ドウマスク管よりも約25%コ ントラス

トが改善できる。

以上述べてきたように トリニ トロ

ン・ システムは,従来のシヤドウマス

ク管あるいはクロマトロン管とはまっ

たく異なる新しい方式であり,種々の

特性面でいちじるしく優れた特長を持

“トリニ トロ ン"の 路解析ロ
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第 3図―トリニトロン管の原理構造図と等価光学モデル
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く高圧ゲージの内部,高圧整流のみ真空管〉

っていますが,同時にトリニ トロン方

式の導入により,カ ラー・ テレビの大

形化,お よび小形化が一層容易となり

ました.

2. トリニ トロ ン

受像 機 の特 長

前項で詳しく説明しましたように,

明かるく,シ ャープな画像が得られる

ことが, トリニトロン管の最大の特長

ですが,同時に受像管の構造上,ネ ッ

ク径を細くできるので,偏向電力が少

なく,地磁気の影響を受けにくい等の

特長があり,カ ラー・ テレビ受像管と

しては, トランジスタ化が容易 にな

り,カ ラー・ テレビのポータブル化に

は大きなメリットを発揮す る方式 で

す。

一方,従来のカラー受像機では,コ

ンバージェンス回路が複雑なため,16
ケ所の調整が必要でしたが, トリニト

ロン受像機では,コ ンバージェンス回

路が非常に簡単でわずか 3ケ所の調整

ですませることができます.ト リニト

ロン受像機は,こ れらトリニトロン受

像管の特長を十分生かして設計された

カラー受像機です。

l

性を向上させました.電源回路は,受

像機の軽量化および高能率化 のた め

に, トランスレス方式としました。映

像中間周波数はオール・ チャネル化を

考えて,58.75MHzを採用しています.

受像管の励振回路は,R,G,B,カ
ソー ド・ ドライブ方式を採用して,色
忠実度を向上させ,色同期回路はバー

スト信号をクリスタル・ フィルタで連

続波にしたものをACK,ACCお よび

3.58MHz発振器の同期に使うことに

よって誤動作の防止および安定度の改

善を行ないました。偏向回路は水平出

力回路と高圧発生回路を分離すること

により,偏向高圧回路の安定度を向上

し,糸巻ひずみ補正が容易に実現でき

るようになりました。

4. 各部回路の動作

(1)電源回路

AC100Vを ブリッジ整流して得られ

第 5図―電源フィルタ安定化回路の動作

た DC125～ 130Vは ,電源電圧安定化

回路を経て安定な DCl15Vを得ていま

す.こ の115Vを 直接使っているのは,

偏向回路と音声出力回路で,そ の他の

回路の電源はすべてフライバック・ ト

ランスで発生するパルス電圧を整流し

て,供給しています.こ れによって,

受像機内で使用している各種 の電圧

(18V～ 19KV)の電源が 1コ のレギュ

レータで安定化できます。電源系統か

l  ヵ

lA/^

/V
|

ら見たプロック・ ダイアグラムを第 4

図に示します.

電源フィルタおよび安定化回路の動

作を第 5図によって説明します.A部
は電圧安定化回路で入カー出力の間お

よび出カー出力の間に多量のNFがか

かっていますので,入力電圧の変動お

よび負荷電流の変化に対して出力電圧

を一定に保つように動作します。そし

てB部は, リプル・ フィルタ回路で,

入力に大きなリプルがあっても,制御

】
ヽ
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―
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出力

3. トリニ トロン

受像機の回路構成

シリコン・ トランジスタの全面的な

採用と,安定化電源および放電に対す

る徹底的な保護回路の採用等で,信頼

安定 化
回

ソヽLタ

回 路

θ
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第4図

電源系統からみた

プロック・ ダイアグラム
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第 6図

映像中間周波増

幅回路

チューナ
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RFθ

4δZ/4:

出 力

第 7図一検波回路

トランジスタの C―E間の大きなイン

'ピ
ーダンスによって,出力 には リプ

`ル は現われず,ベース回路に接続され

た積分回路で,十分平滑された電流に

よって,制御 トランジスタを流れる直

:流分のみが出力に出ることに な りま

す。この方式は,た とえ入力ACが大

:幅に低下して,電圧安定化回路がカッ

ト・オフしてもリプル・ フィルタとし

ての動作は変 りないので,非常に安定

です.

―・ ビー トを生ずるなどの問題があり

ますので,ハイ・チャネル受像時だけ

チューナ入力回路にHPFを入れて,

妨害を除去しました。また,強電界で

の混変調特性,弱電界での S/Nの劣

化のないように,チ ューナ AGCのス

ター トは厳密に調整し,RF AGCの
ために特に高利得の直流増幅器を設け

て,これらの特性の改善を してい ま

す。

(3)映像中間周波増幅回路

映像中間周波数増幅は4素子 3段増

幅回路で,第 6国に示すように初段入

力回路に復同調を用いて,選択度の向

上を計り,終段に設けた自局音声周波

トラップ (54.25MHz)を 除いて,必

要なトラップすべてを初段入力回路に

集めて,動作の安定化を行 ない ま し

た.段間は AGCに よってインピーダ

ンスが大きく変化しますので,選択度

特性の変動を防ぐために,広帯域増幅

器としました.終段には自局音声周波

トラップ (54.25MHz)を入れて,初

段のトラップの不足分をおぎなってい

ます。

(4)検波回路

検波以後の回路動作を安定にするた

めに,検波ダイオー ドの極性が同期信

′σθケ
・―ト

十/∂ /

T
力

ヨJ=/rθ
「

第8図―AGC回路

号正の方向にしてあります.ま た,lF

高調波妨害をなくすために,検波ダイ

オー ドに直列に抵抗および RFCを挿

入しています.ク ロマ回路 か ら入 る

920kHzの ビー トをなくすために,4.5

MHzの バイファイラTト ラップを挿

入して,4.5MHzク ロマ回路にもれな

いようにしてあ ります(第 7図参照).

(5)音 声中間周波回路

VIF終段から信号を取 り出し,包絡

線検波により 4.5MHzを得ています

が,自黒テレビにくらべて信号レベル

が低いので,段間非同調 3段増幅を採

用しました.検波はレシオ検波です。

(6)AGC回 路

定位形 AGCと いわれる回路で,エ

ミッタ・ベース間に設定された基準電

圧より大きい入力信号が供 給 され る

と,FBTの パルス期間に導通して第

8図のようにコンデンサがチャージさ

れ,走査期間に抵抗を通して放電しま

す.こ の抵抗の両端に発生する電圧を

ACC電 圧 として使用しています.ま

たチューナは入力があるレベル以上に

ならないとチューナ AGC用直流増幅

器が動作しないようにして,弱電界の

S/Nを 改善しています .

(7)映 像増幅回路

′′′

カ

.ι′
~′

ο

/́:γ僣男  ισ:クロマ′信号

―′。′′。:θ.″

第 9図―同期復調回路の動作

(2)チ ューナ回路

チューナはロータリ・スイッチ式で,

ファイン・ チューニングはプリセット

方式を採用しました.本機では,将来

オール・ チャネル化を考えて,映像の

中間周波数を58.75MHzに選定したた

めに, 1, 2お よび 3チ ャネルに対し

て10,11お よび12チ ャネルがイメージ

信号となり,ビー ト周波数が3.5MHz

になりますので,こ の点に注目して,

影像妨害比が十分取れるように留意し

ています.

一方 IF妨害に対しては,減衰量の

多い帯域除去フィルタを,チ ューナの

入力回路に挿入し,さ らに6チ ャネル

受像時に 1チ ャネル信号が強いと 750

kHzの ビー トおよび 170kHzの カラ

“トリニトロン"の 回路解析
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第10図 ―VCEX,VCEO動 作をさせた場合のV。一Ic特性
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映像検波出力はエミッタ・ ホ ロワ

(lst Video AMP)で 受ています.

これは映像検波回路に対して高入カイ

ンピーダンスとして検波能率を上げ,

同時に次段に接続されるディレー・ ラ

イン (DL)と 色搬送波をとり出す テ

イク・オフ・ トランス (TOT)と の相

互の影響をなくしています。ディレー

・ ラインは適量のプリシュー トおよび

オーバシュー トを生ずるように設計さ

れており,こ れによって,アパーチヤ

補正の効果をもたせてあります。ディ

レー・ ラインの出力は,エ ミッタ・ホ

ロヮ (Y― Amp-2)で受けられて,ノ

イズ・ リミタ回路を経て,コ ントラス

ト調節,AGCゲ ー ト, 同期分離の各

回路に伝送されます.

(8)帯域増幅回路

テイク・オフ・ トランス (TOT),

第 1帯域増幅器 (BPTl)お よび第 2

帯域増幅器 (BPT2)か ら成る狭帯域

方式です.ク ロマ信号はテイク・オフ・

トランスによって狭帯域特性の補償を

しつつ取 り出され,ACC増幅器として

動作する第 1帯域増幅器に加えられま

す。第 2帯域増幅器によって所要の周

波数帯域および振幅のクロマ信号を得

て,同期複調回路に挿入します。ACC
回路は,第 1帯域増幅器のエミッタ回

路に挿入した トランジスタのC― E間の

インピーダンスをベース電圧を制御す

ることにより,可変してNF量をコン

トロールすることにより,行なってい

ます。

(9)色同期回路

←偏向部まわ り

のクローズア

ップ

本機では水平同期信号をCと Lに よ

って成形したバースト・ ゲー ト0パル

スを使用していますので,水平同期調

整により色あいが変化した り, カ ラ

ー・ キラーが誤動作したりすることの

ないようになっています。ゲー トした

バースト信号は,ク リスタル 0フ ィル

タを通してノイズをカットするととも

に,3.58MHzの 連続波にして,緩衝

増幅器を通して ACC, ACKお よび

3.58MHz発振器に加えられますので,

ACC,ACKお よび色同期の耐ノイズ

特性は非常に優れています。

(10)同期復調回路

同期復調器は,直線性の良いダイオ

ード平衝形を用い,平衝点にY信号を

重畳することによってR,G,Bの信号

出力を得ています。

動作を第 9図で説明しますと,e。 と

ecが 90°の位相差のときはedl=ed2と

なり検波出力は0に なります.e。 とec

が逆相の場合は edi>ed2と なり,検波

出力は正側へ最大に振れることになり

ます。一方Y信号eYは ecの内部インピ

ーダンスを通してダイオー ドの接合点

第12図 ―発振,励振回路

に供給され,e。の周期でサンプリング

されて,検波出力に出てきます.

(11)映像出力回路

本機では R,G,Bカ ソー ド・ ドライ

ブ方式を採用していますが,こ の方式

の特長は,つ ぎのようになります.

①原色信号によるドライブ調整が行

なえるため,色忠実度が非常に高い.

②出力段のダイナミック・ レンジが

小さくてよい.

③出力段の耐圧,消費電力共に小さ

くできる.

④Glが交流的にアース・ポテンシャ

ルにできるので,動作が安定である.

⑤ス トレー容量が少なくなるので,

特性のよい映像出力回路ができる.

(12)同期分離回路

同期分離 トランジスタの入カインピ

ーダンスが低いので,信号源インピー

ダンスの低いエミッタ。ホロワから映

像信号を得ています.ま た,入力信号

が負極性のため,同期分離 トランジス

タは PNPになっています.   1
(13)垂直偏向回路

発振回路としては,ブ ロッキング発

振回路を採用し,エ ミッタ回路の時定

数回路で積分して,の こぎり波を得て

います.出力段は90Vと いう高い電源

電圧で動作させるため,00～ 500Vの

帰線パルス電圧を発生します。そこで,

第11図 ―水平偏向コンバータ

(高 圧発生)図路
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第14図

インライン3ビームのミス・ コン

バージェンス・パターン. トリニ

トロンの場合垂直同期のミス :コ
ンパービェンスを生しないように

設計してある.

従来白黒テレビ受像機の水平出力段に

使用されてきた VcBOの高い トランジ

スタを用いて,帰線期間に出カ トラン

ジスタのベース電圧をエミッタ電圧に

対して数V負 にすることで,VCEX動
作をさせ,コ レクタに発生するパルス

に対する耐圧をかせいでいます.

第10図 に VCEX動作をさせた場合と

VCEO動作をさせた場合のVc-lc特性を

示します。

―

θι多 ' /aη″′″

・・げ
「
　
‐

∝

″ γ
直出力

回路
率

―
義

平出力
回路

入られます.

(� )コ ンバータ回路(高 圧発生回路)

水平偏向回路と分離してあるので,

パルス幅を 19μSと 大幅に広げる事が

できるために,115V電源で動作させ

てもコレクタ・パルスは560Vppと 低

くおさえる事ができます。FBTよ りの

出力は 19kV(500μ A)の他に「映像

出力回路用電源200V」「信号系の電源

18V」「水平位置調整用電源」「静コン

バージェンス用パルス」「AGCパルス」

等を取り出し,能率は65%程度です.

高圧回路には特にレギュレータを設け

ていませんが, レギュレー ションは

300V/10∞μA程度で実用上問題はあ

りません。18V電源はCRTビーム電

流による電圧変動をさけるため,負パ

ルス整流を行っています.

コレクタには異常パルスを

吸収するクリッパ回路が付加

されていて,高圧整流管等の

放電からトランジスタを保護

するようにしました.

(�)水平偏向出力回路

(第13図 )

発生させ,その電圧を水平偏向出力回

路の電圧 として利用することにより,

非常に安定した糸巻ひずみの補正がで

きました .

(15)コ ンバージェンス回路

(1)静コンバージェンス

ビームを集中させるために,コ ンバ

ージェンス電極には, 高圧より約 420

V低い電圧をかけます。実際には3AT
Zの整流出力を,コ ンバージェンス電

極に供給し, CRTのアノー ドには絶

縁 トランスHCT-1を 使って,FBTよ
り取 り出したパルスを若千昇圧したも

のを,ダイオー ドで整流 し,こ れを高

圧整流出力につみ上げた形で供給して

います。このコンバージェンス電圧は ,

HCT-1の低圧側で調整できるように

なっています。縦方向のズレに対して

は,ネ ック部に管軸方向の磁界を加え ,

ビームを回転させて,コ ンバージェン

スを合わせるようになっています。

(� )動コンバージェンス補正回路

インライン3ビームのミス・ コンバ

ージェンスのパターンは,通常第14図
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第13図 ―水平偏向出力回路

(14)水平偏向コンバータ (高圧発

生)回路

従来水平偏向と高圧発生は1つ の回

路で行なわれていましたが,本機では,

それぞれ別々の回路で行なわせ ま し

た.こ の様に分離するメリットとして

は,

①糸巻ひずみ補正が容易である:

②偏向電流を変調する影響が高圧,

その他の電圧に現われない。

③コンバータ回路は帰線時間を自由

に選べるから, 115Vの電源で動作さ

せても,出カ トランジスタの耐圧は十

分な余裕をもたせることができる.

などがあげられます。この部分のブ

ロック図を第11図 に示しました.

(1)発振,励振回路

発振はブロッキング発振器 を採用

し,出カパルスを第12図 の様な回路を

通して,パルスを広げて,励振 トラン

ジスタのベースに加えています.パル

ス幅を広げられたパルスは HDTを通

してコンバータ回路用と,水平偏向出

力用とにわけられ,おのおのの回路に

水平偏向の帰線期間を14μら   第15図 ―動コンバージェンス回路の各部電圧観形

とし,コ レクタ・パルスを耐圧の余裕  Aの ようになりますが, トリニトロン

を見て600Vppと するには,電源電圧  の場合偏向ヨークの磁界分布をひずま

は75V必要になりますので,115Vラ   せて第1■図Bの ように垂直周期のミス

インよりま[【 抗でおとしてい ます。ま  ・ コンバージェンスを生じない設計に

た,コ レクタに発生するパルスは整流  してありますので,補正回路としては,

されて,CRTの G2,G4電 圧として供  水平周期の補正波形のみを取り扱えば

給し,輝点消去および,万一水平偏向  良いようになっています.

がふれなくなった場合の CRTの保護   パラボラ波形はS字補正コンデンサ

を兼ねるようにしました。      の端子よりとり,の こぎり波電圧 は

(� )糸 巻ひずみ補正回踏       HOTの パルスを積分したものを使用

垂直出力回路に電源より流れこむの  しています。これらの電圧波形を絶縁

こぎり波電流を利用して,補正を行な  トランスHCT-2を 介し若干昇圧して

っています。電源と垂直出力回路の間  に供給しています.動 コンバージェン

にチョーク・ コイルとコンデンサによ  ス回路の各部電圧波形を第 5図に示し

る積分回路を入れて,パラボラ電圧を  ます。        (ソ ニーKK)
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